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相模原市

自然環境観察員制度

相模原市 環境経済局
環境共生部 環境政策課
主任 笹野 美華

相模原市とは

平成22年4月1日

政令指定都市に移行

旧津久井町

旧
相
模
湖
町

旧城山町

旧
藤
野
町

旧相模原市

神 奈 川 県

人口：714,179 人（H22.9.1現在）

面積：328.84k㎡（神奈川県の13.6％）

相模原市とは

◆東部：相模原地域

◆西部：津久井地域

■自然的土地利用

23,007ha（70％）

■都市的土地利用

9,877ha（30％）

相模原市自然環境観察員制度とは

○目的
・環境保全意識の高揚
・基礎資料の継続的蓄積

○平成１３年度から開始

○市内在住・在勤・在学
の中学生以上の人対象
（現在９５人が登録）

○登録期間は１年間（４
～３月）観察員

調査の主体的実施（全体調査、専門部会調査、任意調査、自主調

査）

企 画 会 議
調査の対象やとりまとめ、発表

について検討し、計画を決定

環 境 政 策 課
募集・登録

事 務 局
(環境情報センター)

セミナー開催他、全般
支援

博 物 館
調 査 計 画 ・ 実 施 ・
とりまとめ支援

運 営 委 員
（運営委員の一部）

企画・運営体制

河川生物相
調査部会

湧水
調査部会

野鳥
調査部会

植物
調査部会

運 営 委 員
各専門部会から ２名 、

その他希望者

相模原市自然環境観察員制度とは

全体テーマ調査（全観察員対
象）

動植物の分布調査

任意参加調査（随時）

従来のメッシュを使わないテーマ調
査

自主テーマ調査

目撃情報の報告など自主的に行う
調査（随時）

専門部会調査（希望者対象）

・植物調査部会

・湧水調査部会

・河川生物相調査部会

・野鳥調査部会

身近な生きもの調査
（調査事業）

「エコネットの輪」への登録、
講師派遣

・調査結果等を広く情報提供

・環境学習及び環境活動を支援

○さがみはら環境まつりへの
参加

○環境情報センターでの展示〇身近な生きもの調査の対
象種についての説明会

〇自然環境観察に関する各
種学習会

〇身近な生きもの調査の対
象種についての現地観察会

かんきょう学習セミナー
（学習活動）

年次調査報告書の発行

活動内容

その他
（事業連携・広報活動）

全体テーマ調査
◆ 観察員全員が、共通の対象（動植物）の生息状況について、一定期間中に一斉に調査

◆ 地域ごとの環境のちがいや、経年変化を明らかにすることを目的とする

◆ 旧相模原市域を調査

年度 対象

Ｈ１３年度／Ｈ１８年度 ツバメ類の巣の調査

テントウムシ類の調査

セイタカアワダチソウとススキの調査

Ｈ１４年度／Ｈ１９年度 春の七草の分布調査

セミの鳴き声調査

Ｈ１５年度／Ｈ２０年度 野鳥の調査

帰化植物の調査（マツヨイグサ類等）

Ｈ１６年度／Ｈ２１年度 チョウの調査

ブタクサ類とオナモミ類の調査

Ｈ１７年度／Ｈ２２年度 タンポポ類の調査

ジョロウグモの調査

今までに実施した調査
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メッシュ区分

旧相模原
市
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町

旧
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模

湖
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町

旧
藤
野

町

★旧市域を５００ｍ四
方のメッシュに区分

★各観察員が各担当

メッシュ（５メッシュ程度）
を調査

総メッシュ数：417

調査対象外メッシュ数：58

調査事例

外来植物の調査（平成２１年度調査）

◆ 調査対象
【全体調査】
ブタクサ・オオブタクサ・オナモミ類・アメリカオニアザミの分布調査
【任意調査】
全体調査の担当メッシュ以外でアメリカオニアザミを見つけたら報告

◆調査期間
平成２１年９月６日（日）～１０月４日（日）

調査事例
種ごとの個体数

Ｈ１６・Ｈ２１確認状況比較

調査事例
ブタクサの分布（Ｈ１６・Ｈ２１の比較）

◆平成21年度は
６.３％のメッシュ
で観察

⇒ Ｈ16年度の調
査の１/３に減少

・・・分布が分断

展望

調査開始から１０年、相模原市自然環境観察員制度のこれから

調査の充実

展望①

津久井地域の調査

展望②

活動発表の場の拡大

展望③

展望①調査の充実

行政（事務局）

●知識の向上

●指導力の強化

●かんきょう学習セミナーの充実

●観察会などの実施

観察員

◆意欲の向上
◆知識の向上
◆調査技術の
向上

専門家等のアドバイス

充実した情報
の提供

より充実した
調査に！！
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展望②津久井地域の調査

◆現在の調査範囲
は旧市域のみ（全
市域の３割未満）

◆調査方法の検討
（×メッシュ調査）

相模原市の緑被地率

７１％

旧相模原市 ２７％
旧津久井町 ９１％
旧相模湖町 ８４％
旧城山町 ６７％
旧藤野町 ９２％

展望③活動発表の場の拡大

現在

●年次報告書の発行

●さがみはら環境まつりでの展示

●環境情報センターでの展示

●地域・学校などで活動発表

●一般の人たちを含めた観察会

●博物館等での展示

今後

発表の場の拡大

観察員
◆知識の向上
◆新たな興味への発展
◆調査への意欲向上

市民等
◆調査への興味喚起
◆市の環境への意識向上

めざす姿

導入
（セミナー、
観察会など）

わかりやす
い調査

主体的関
与

興味の発
展

次のテーマ
へ！

自主テーマ

部会

企画

調査・まとめ・
活動報告

知 識 の 向
上

終了

ご清聴ありがとうございました。

相模原市自然環境観察員制度の詳細及び年次調査報告書は、

相模原市立環境情報センター ホームページ

（http://eic-sagamihara.jp）をご覧ください

http://eic-sagamihara.jp/
http://eic-sagamihara.jp/
http://eic-sagamihara.jp/

